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（８）（第３種郵便物認可） ２０１７年　（平成２９年）　３月２７日　（月曜日）

　本計画は、院内の狭隘・老朽・複雑化を一
新すべく、敷地内の駐車場を利用しながら増
築・解体・改修を行う、居ながら・使いなが
らの増改築計画である。
　年に着工し、増改築を行いながら、本
計画のメインとなる「新外来診療棟」が
年９月に完成し、既に供用開始されている。
その後、既存棟の改修・解体、外構整備を経
て、無事にグランドオープンを迎えることと
なった。

　計画にあたっては、散逸していた各部門を
「新外来診療棟」として集約し、更なる高度
医療の提供を可能にすることを目指した。外
来部門は既存病棟との連携を図り、１・２階
に分け、関連部門も外来に合わせ配置するこ
とで利用者の移動を極力短く出来るよう配慮
した。既存棟については内部改修を行い、管
理・研修部門として整備し、職員スペースを
充分に確保する計画としている。
　院内の平面計画の特徴は、既存棟から延び
る主動線（ホスピタルストリート）を、その
まま延伸させた点に尽きる。院内の主動線を
再整備し、増築部分と既存部分の連続性を図
り、利用者がこれまで通りの動線で全てのエ
リアにアクセス出来るよう配慮した。外部ま
わりについても再整備を行い、公共バスの乗
り入れや、エントランス近くに駐車場や売店、
カフェ・イートインを整備する等、利便性を
高める計画とした。
　二次医療圏を担う病院として通院や治療で
の利用は勿論のこと、働く職員や周辺の住民
にとっても日常的に利用され続け、また、地
域に寄り添い続ける場所・建物づくりを目指
した。
　株式会社久米設計九州支社

主査　大城　達郎
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
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
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
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
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︵
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︶
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介
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
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
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
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介
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
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
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
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
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
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
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迷
惑

が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
騒
音
や
振
動

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
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
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
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
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
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﹁
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﹂
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
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
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
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
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
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
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
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
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
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
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
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事
は
熊
谷
組
が
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し
た


　このたび、年度より約５年をかけて進
めてきました黒部市民病院の増改築事業が竣
工しました。工事中は、関係の皆様方の格別
のご理解とご協力に、心から感謝申し上げま
す。
　今回の工事では、以前より老朽化と耐震化
の問題が指摘されていた介護老人保健施設で
入所定員をこれまでの床から床と拡充し
て新築し、同様に老朽化及び耐震化対策が求
められていた外来診療棟を新築しました。併
せて西病棟と高度医療棟で手狭となっていた
救急部門、集中治療室、手術室及び腎センター
などを新外来診療棟（中央棟）で整備し、西
病棟の一部を中央受付や総合案内に改修し、
高度医療棟を北棟と改称し、職員更衣室や図
書室及び売店など厚生施設として改修しまし
た。
　また、旧外来診療棟跡地を正面駐車場とし、
これまでの約３倍となる駐車スペースを確保
するとともに公共バスの乗り入れを実施する
など利用者の利便性の向上に努めました。
　本事業の完成により、地域における安全で
安心な医療の提供を確保できる施設が整備さ
れました。引き続き、この機能が十分に果た
していきますよう管理、運営に取り組んでま
いりますので、皆様方の一層のご支援、ご協
力をお願い申し上げます。

正面玄関と駐車場

■工事名称／黒部市民病院新外
来診療棟建築主体工事■所在地
／富山県黒部市三日市１
■発注者／黒部市民病院開設者
・堀内康男黒部市長■設計・監
理／株式会社久米設計■施工者
／株式会社熊谷組北陸支店■敷
地面積／，．㎡■延床面
積／，．㎡（新介護老人
保健施設は含まない）■構造・
規模／Ｓ造地上５階建て■工期
／年７月日～年３月
日
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
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２
５
１
０
万

円

福
井
港
海
岸
の
落
札
者
は

東
洋
建
設
で

落
札
金
額
は
２

億
７
５
８
５
万
円

３
件
と
も


日
に
開
札
し
た


　
各
工
事
の
概
要
な
ど
は
次
の

通
り

▽
件
名
‖
①
工
事
概
要

②
工
事
場
所
③
工
期
④
他


　
▽
新
潟
港
海
岸
︵
西
海
岸
地

区
︶
突
堤
築
造
工
事
‖
①
突
堤

の
基
礎
工

堤
体
工

根
固
め

工

被
覆
工
の
施
工
②
新
潟
市

中
央
区
西
双
海
町
地
先
③

月


日
④
技
術
提
案
評
価
型
Ｓ
型

総
合
評
価
方
式

登
録
基
幹
技

能
者
等
活
用

　
▽
伏
木
富
山
港︵
新
湊
地
区
︶

岸
壁
︵


ｍ
︶
︵
北
︶
築
造

工
事
‖
①
岸
壁
の
本
体
工

浚

渫
・
土
捨
て
工

床
掘
り
・
土

捨
て
工

付
帯
工
の
施
工
②
富

山
県
射
水
市
越
の
潟
地
先
③


年
１
月

日
④
技
術
提
案
評
価

型
Ｓ
型
総
合
評
価
方
式

登
録

基
幹
技
能
者
等
活
用

　
▽
福
井
港
海
岸︵
福
井
地
区
︶

離
岸
堤
基
礎
工
事
‖
①
離
岸
堤

の
基
礎
工
消
波
工
付
帯
工
の

施
工
②
福
井
市
石
橋
町
地
先


坂
井
市
三
国
町
黒
目
地
先
③


月

日
④
施
工
能
力
評
価
型
１

型
総
合
評
価
方
式

専
門
性
の

高
い
技
術
者
資
格
活
用


　
岐
阜
県
垂
井
町
は

コ
ン
バ


ジ

ン
を
導
入
す
る
新
庁
舎

基
本
計
画
案
を
公
表
し
た

既

存
施
設
は
一
部
解
体
し
た
上
で

耐
震
化
し

設
備
機
器
は
増
築

棟
に
集
約
す
る

延
べ
床
面
積

は
約
７
１
５
０
平
方


外
構

や
既
存
建
物
撤
去
も
含
め
た
工

事
費
は
約

億
円

事
業
手
法

は

発
注
者
や
町
民
の
意
見
を

設
計
に
反
映
さ
せ
る
た
め

設

計
と
施
工
を
分
離
発
注
す
る
従

来
方
式
と
す
る
こ
と
も
決
め

た


年
度
に
着
工


年
度

の
供
用
開
始
を
目
指
す

基
本

計
画
・
基
本
設
計
業
務
は
梓
設

計
が
担
当


　
新
庁
舎
と
し
て
活
用
す
る
の

は

文
化
会
館
南
側
に
あ
る
旧

商
業
施
設
︵
宮
代
︶

規
模
は

Ｒ
Ｃ
造
２
階
建
て
延
べ
約
７
４

０
０
平
方


計
画
で
は

構

造
補
強
を
し
や
す
く
す
る
た
め

施
設
を
一
部
解
体
し
整
形

内

外
壁
も
す
べ
て
撤
去
し

柱
と

梁
の
構
造
フ
レ

ム
の
状
態
に

し
た
上
で
外
付
け
フ
レ

ム
で

耐
震
化
す
る


　
１
階
に
は
町
民
の
利
用
頻
度

が
高
い
窓
口
を
配
置
し

ワ
ン

フ
ロ
ア
で
サ

ビ
ス
に
対
応


２
階
に
総
務
系
の
課
や
議
会
な

ど
を
配
置
す
る

重
量
機
器
の

電
気
供
給
設
備
や
給
水
設
備
は

増
築
棟
に
集
約
し

建
物
へ
の

加
重
負
担
を
抑
え
る

太
陽
光

発
電
や
自
然
採
光
の
活
用

高

効
率
な
設
備
機
器
の
積
極
導
入

で
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
︵
建
築
環
境

総
合
性
能
評
価
シ
ス
テ
ム
︶
の

Ａ
ラ
ン
ク
を
目
指
す

事
業
費

は
建
設
工
事
費
が
約

億
円


設
計
・
監
理
費
が
約
１
億
５
０

０
０
万
円


　
基
本
計
画
案
に
対
す
る
パ
ブ

リ

ク
コ
メ
ン
ト
を
４
月

日

ま
で
実
施
す
る

意
見
を
踏
ま

え
計
画
を
策
定
し

引
き
続
き

基
本
設
計
に
入
る

外
付
け
フ

レ

ム
に
よ
る
耐
震
補
強
に
つ

い
て
は

Ｓ
造
や
一
部
工
場
製

作
と
す
る
Ｐ
Ｃ
材
の
採
用
な

ど

工
期
や
コ
ス
ト
を
考
慮
し

て
構
造
種
別
を
今
後
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
し
た


濃
尾
大
橋
下
部

補
強
工
事
公
告

愛
知
県

４
月

日

ま
で
参
加
受
け
付
け

　
愛
知
県
建
設
部
は

﹁
県
道

大
垣
江
南
線
濃
尾
大
橋
下
部
補

強
工
事
﹂
の
一
般
競
争
入
札
を

公
告
し
た

総
合
評
価
方
式


事
後
審
査
型

参
加
申
請
・
技

術
資
料
を
４
月

日
ま
で
受
け

付
け
る

入
札
書
の
提
出
期
間

は
５
月
８

９
日

開
札
は
同


日


　
公
告
概
要
は
次
の
通
り

▽

件
名
‖
公
告
日
①
締
切
日
②
開

札
日
③
参
加
資
格
④
工
事
場
所

⑤
工
事
概
要
⑥
工
期
⑦
予
定
価

格
⑧
他


　
▽
県
道
大
垣
江
南
線
濃
尾
大

橋
下
部
補
強
工
事
‖
３
月

日

①
４
月

日
②
５
月

日
③
３

者
Ｊ
Ｖ

代
表
構
成
員
は
土
木

工
事
の
総
合
点
数
１
２
７
０
点

以
上
で
県
内
に
本
店
・
支
店
・

営
業
所

第
２
構
成
員
は
同
総

合
点
数
１
１
１
０
点
以
上
で
一

宮
・
海
部
建
設
事
務
所
管
内
本

店
ま
た
は
県
内
本
店
か
つ
一
宮

・
海
部
建
設
事
務
所
管
内
営
業

所

第
３
構
成
員
は
同
総
合
点

数
８
８
０
点
以
上
１
１
１
０
点

未
満
で
一
宮
建
設
事
務
所
管
内

本
店
④
一
宮
市
木
曽
川
町
玉
ノ

井
⑤
橋
脚
コ
ン
ク
リ

ト
巻
き

立
て
工
︵
Ｐ
５
橋
脚
︶
１
基


仮
桟
橋
工

仮
締
め
切
り
工
⑥


年
５
月

日
⑦
６
億
４
３
４

１
万
２
１
６
０
円
︵
税
込
み
︶

⑧
総
合
評
価

事
後
審
査


北
川
ヒ


テ

ク
ら
に

金
沢
東
環
舗
装
工
事
２
件

　
北
陸
地
方
整
備
局
金
沢
河
川

国
道
事
務
所
は

日

﹁
Ｈ


金
沢
東
環
神
谷
内
舗
装
工
事
﹂

と
﹁
Ｈ

金
沢
東
環
東
長
江
舗

装
工
事
﹂
の
一
般
競
争
入
札
結

果
を
発
表
し
た

両
工
事
は
一

括
審
査
方
式
で


日
に
開
札

し
た

神
谷
内
舗
装
工
事
の
落

札
者
は
北
川
ヒ


テ

ク

で

落
札
金
額
は
１
億
１
１
５

０
万
円

東
長
江
舗
装
工
事
の

落
札
者
は
福
田
道
路
で

落
札

金
額
は
１
億
１
５
０
０
万
円


　
各
工
事
の
概
要
な
ど
は
次
の

通
り

▽
件
名
‖
①
工
事
概
要

②
工
事
場
所
③
工
期


　
▽
Ｈ

金
沢
東
環
神
谷
内
舗

装
工
事
‖
①
ア
ス
フ

ル
ト
舗

装
工
︵
本
線
︶
密
粒
度
Ａ
Ｓ
混

合
物
︵
新

Ｆ
Ｈ
︶
改
質
材
入

り
４
７
２
０
平
方

な
ど
②
金

沢
市
神
谷
内
町
地
先
③

月


日　
▽
Ｈ

金
沢
東
環
東
長
江
舗

装
工
事
‖
①
ア
ス
フ

ル
ト
舗

装
工
︵
本
線
︶
密
粒
度
Ａ
Ｓ
混

合
物
︵
新

Ｆ
Ｈ
︶
改
質
材
入

６
９
０
０
平
方

な
ど
②
金
沢

市
御
所
町

東
長
江
町
地
先
③


月

日


施
工
の
概
要


